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鄭 祥　教

1． 問題設定

　『摂真実論』TattVasamgraha （TS）と 『摂真実論細疏』TattVasarpgrahapanjika（TSP ）

にお ける プ ドガ ラ 説批判の 構造 と内容は ， ヴ ァ ス バ ン ドゥ （Vasubandhu， 400−480 頃）

の 『倶舎論』AbhidharmakoSiabhasya「破我品」の 影響を うけて い る とい うの は妥

当で あ る と思 わ れ る ． と こ ろ が ， プ ドガ ラ の 存在様態 に 関す る 規定が ， それ を伝

え る時代 と文献に よ っ て 異なる こ とを勘案する と， TS ・TSP （以下 ， 両 論）が 「破

我品」の 「焼き直 し」で あ る とい う内藤 ［1984］にお ける分析 に は ， 再検証 の 余

地 が あ る． 以 下 ， 両論 と 「破我品」に お い て 想定され る プ ドガ ラ の 存在様 態 を 中

心 として ， 両論の 性格 を考察 した い ，

2 ． 諸文献に おける プ ドガラ の 存在様態

　「破我 品」が 批判の 対象 とする プ ドガ ラ 説は ， 「プ ドガ ラ は実体 と して （dravyatas）

存在するの で も， 仮設 として （prajfiaptitas）存在す るの で もな く， 内なる ， 執受 さ

れ る現 在 の 諸蘊 に もとつ い て （upad 巨y・）仮設 され る」 とい うもの で ある
1）
． す なわ

ち ， 「仮設」 と 厂実体」 として 存在する こ との 両 方が 否定 され た 後に
， 再 び 厂仮

設 され る」とい う矛盾 して い るか の よ うな主張が見 られ るの で あ る
2）
．

一
方 また ，

「破 我 品 」 に 先 立 つ 『論 事 』 Kathdvatthu （前 3c．頃 ） で は，
“
puggalo　upalabbhati

saccik 鴫 haparam 鴫 hena
”

と
， また 「識身足 論』7櫛 ∂磁 砂α （前 2c．一一後 lc．頃）で は ，

「諦義勝義． 補特伽羅，可 得可 證．現有等有．是故定有補特伽羅」と い うように
3）

，

プ ドガ ラ は 「実体」 と して想 定 され て い る
4）
．

　さて ，
TS ・TSP にお ける プ ドガ ラ説批判は

， 内藤 ［1984］で 指摘 され る よ うに

「破我品」が提示 した認識や 業因果の 問題 には触 れず ， プ ドガ ラ説批判が 説か れ る

第 336偈か ら第 349偈 の うち ， 第 336偈 か ら第 347偈 まで の 3分の 2 以 上 が プ ド

ガ ラ の 存在様態 に つ い て の 議論で ある ． す なわ ち ， プ ドガ ラが 実在 物 （vastt ・
，
　dng・s
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po）で あ る か ぎ り， 「同
一 ・別異 ， 常 住 ・無 常」 な ど と 「表現 され え な い 」 と い

うプ ドガ ラ 説 に対する批判的 な論議 に集 中 して い る の で ある
5）
． こ の よ うな批判

の 仕方 は
，

カ マ ラ シ ー ラ （KamalaSila，740−795 頃〉の 他 の i著作で ある 『中観光 明論』

MadhyamakZiloka （M51 ）
6♪

や ， 後期 中観派の プ ラ ジ ュ ニ ャ
ー カ ラマ テ ィ （Praj　fiakara−

mati
，
11。．頃）の 『入菩薩行論細疏』βo 幽 記αゆ vα’卿 ρ頃1∫短 に お け る プ ドガ ラ説批

判 にお い て も ， ほ ぼ 同 様の あ り方で 見 られ る の で ある
7）
．

3 ． TS ・TSP と 『中論』 との 関係

　で は
， 後 期 中観派 の プ ドガ ラ説 批判 に お い て ， 「非 同

一 ・ 非 別異」 をめ ぐる 議

論がほ ぼ 共通 して 用 い られ た背景に何 を見るこ とが で きる で あろ うか ．清 島 ［1989］

p．57で は
，

マ ン ダナ ミシ ュ ラ （Ma4danamigra， 7−8c．頃）の 『ブ ラフ マ シ ッ デ ィ』BTahma−

siddhi に お け る ，
い わ ゆ る 「定義 不能 」anirvacaniya （語 られ えな い 匚もの ／ こ と］）

の 発 想が あ り， 仏 教 内部 に お ける こ の よ うな考え方 は 「中論』Miilamadhyamaka −

kiirika第 2 章 「観去 来 品」 等 に 見 られ
，

　 TS の プ ドガ ラ 説 批 判 に も使 わ れ た と考

察 され て い る ． とこ ろ が ， 管見 に よる か ぎ り， ナ ー ガ ー ル ジ ュ ナ が 『中論』 に お

い て 頻繁 に用 い る 「非同一 ・非別異」の 論法を中観派にお ける プ ドガ ラ説批判 に

お い て 最初 に用 い た の は
，

チ ャ ン ドラ キ
ー

ル テ イ作の 『入 中論』Madhyamakavatnra 一

肋 靭 α 第 6 章 第 147偈 で あ る と思 わ れ る
8＞
． す な わ ち ， 両 論の プ ドガ ラ説批判 の

論 理 は， 中観 派の 論書で ある 『中論』
一

『入中論』 を経て
， 『入菩薩行 論細 疏』 な

ど に至 る まで 繋が る思 想 的連 関が あ る と認 め られ る べ きで は ない で あろ うか ．

4 ． 結論

　「破我 品」 に お い て も中観論書にお い て も 「プ ドガ ラ と五 蘊 の 同一 ・別異」 の

問題が 扱 われ て い る が ， 「破我 品」 は 「仮 設」 と 「実体 」両 者 と して 存在す る プ

ドガ ラの 批判 を行 う． こ れ に対 して ， 『入 中論』・『入菩薩行論細疏』お よ び TS ・

TSP は
， 「実在物」 で あ る プ ドガ ラ の 「同

一
と も別異 と も語 りえ ない 」性 質 を集

中的に 問題 にす る ． す なわ ち ， そ の よ うな性 質 と 「実在物」で あ る こ ととの 間 の

論理 的な矛盾 を指摘 す る こ とに よ っ て ， プ ドガ ラ の 実在性 を批判す る ． そ れ ゆ え ，

そ れ ぞ れ の 論書 が 規定す る プ ドガ ラ の 存在様 態 の 相違 を無 視す る こ と はで きず ，

TS ・TSP が 「破 我 品」 の 焼 き直 しで ある とい う解釈 につ い て も， 中観思 想史にお

け る プ ドガ ラ説批 判の 展 開 とい う視点か ら改め て 見直す必要が ある と考え られ る

の で ある．
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1 ） AKBh
，，

　p．40，
1−3．

2 ）武 田 ［1998］，pp．11−15 で は，矛 盾 して い る か の よ うに思 われ る プ ドガ ラ説 を関連文

　献か ら分析するが ， 解決 し難い と述 べ て い る．

3 ）Cf．坂本 ［1981］， pp．301−303．
4 ） プ ドガ ラ 説の 変化 に つ い て は Priestley［1999］，p．87．

5 ） 「論証式　　実在物 （vastu ，
　dngos　po）と同

一
あるい は別 異 な もの と表現 され えな い も

　の
， それは 実在物で は ない ．例えば ， 虚空の 蓮華の よ うに． プ ドガ ラ は 〔五 蘊 と同

一

　あるい は別異な もの とは〕表現 され えない ． 〔従 っ て ， プ ドガ ラ は実在物で は ない ．〕」

　 TSPB
，
　p．160，

17− 19．

6）Cf．森 山 ［1998］， p．9，　pp．14−15． 同論考で は，　 MEI と TSP の 第 347 偈 に お け る犢子

　部説批 判に 関する比 較考察が な され て い る ．

　「実在す る 物が ， どの よ うに も表現 され え な い と い うこ とはあ りえ な い か らで あ る ．

　とい うの も，常住 と無常 とい う， 相互 に排除 し て 存在す る 特徴 （
＊

parasparapariharasthi−

　tilaksapa）を もつ もの は，
一

方の 肯定お よ び否定が
， 他方の 否定お よ び 肯定 と不 可 離

　の 関係 にあ るか ら，
一

方 （常住 or 無常） の 否定 それ 自体 が ， 他の 実在物の 肯 定で あ

　るか ら． ゆ えに ， ど うして 実在物 が表現 され え ない とい うこ とが あろ うか ．」M51
，
222

　 b7−223al．

7）「実在物は，同
一 と別異の あ り方 を超 えない か らで ある．相互 に排除 しあ う両者には

，

　
一

方の 否定が 他方 の 肯定で ある とい う必然的関係がある の で あるか ら．」BCAP
，
　p．474，

　 9−10．

8 ）「なぜ な ら ， 心は色 〔法〕と 〔同一
かある い は別異 か と〕語 られ えな い とは理解 さ

　れ て い な い の で あ るか ら，実在物 と して あ る もの （dngos　yod）が
， 〔同

一
か あ る い は

　別異か と〕語 られ えない とは理解 され な い ．」MABh 　6，　k．　147ab．
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